
海水ポンプピット・取水路の設計施工および取水系統の

安定稼働の検証

－神戸発電所第 号，第 号海水ポンプピット・取水路

建設工事－
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流速分布出力例

Fig.1 水理数値シミュレーション出力例 Photo.1 完成全景写真  Fig.2 実機での検証例 

目的

本工事は，神戸市灘区灘浜東町の㈱神戸製鋼所敷地内にある第 ，第 号発電所に加え，第 ，第 号発電所を新

設する工事のうち，海水ポンプピットと陸域の取水路を設計施工で行う工事である．海水ポンプピットのポンプ室に

設置する 基の循環水ポンプは大容量の送水能力を有し，それぞれが多様な運転条件で稼働するため，水の流れが複

雑に変化することが予想された．また， ， 号機のポンプピットが隣接する等，敷地上の制約があった．この条件下

において，海水取水系統の安定稼働条件を満足する最適な取水路形式と躯体形状を計画・設計し，施工を実施した．

概要

海域の取水器から海水を取り込む取水路は，経済性，安全性を考慮して，開水路方式とした．

開水路，海水ポンプピットの躯体形状は，大容量ポンプ 基の多様な運転パターンにより水流が複雑に変化す

る条件でも，安定稼働条件を満足するよう，水理数値シミュレーションを用いて，最適形状を決定した．

ポンプ運転の安定化の為，さらなる整流化を追求し，取水庭に導流壁を設置することとした．導流壁は様々な

形状，配置について，水理数値シミュレーションを用いて試行錯誤を行い，最適な導流壁を設計した．

構造形状は安全性，経済性，工程を考慮した躯体構造形式とし，構築を行った．

実機稼働時に水位・流速測定を行い，安定稼働条件を満足するかの確認と，設計との比較・検証を実施した．

まとめ

海水ポンプピット・取水路について，水理数値シミュレーションを用いた解析により，試行錯誤を繰り返し，多様

な運転パターンでも安定稼働条件を満足する最適な躯体形状の設計・施工を行った．実機稼働時の計測結果は，安定

稼働条件を満足しており，流速分布，流況等において数値シミュレーションと類似した結果を得ることができた．
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01  火力発電所新設工事における重要構造物下部を交差す

る放水路の施工 

－上越火力発電所第1号機新設工事のうち復水器冷却用

水路他工事－ 
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Construction of a tailrace that passes under important structures as part of the construction 

of a new thermal power plant: Construction of a condenser cooling water channel and related 

structures as part of the construction of Unit 1 of Joetsu Thermal Power Station 

Raichi SHINKAI, Sotaro MATSUMOTO, Keisuke FUKADA and Yasunobu MASUHARA 

目的 

東北電力（株）上越火力発電所は，新潟県上越市直江津港湾内に位置し，2022 年 12 月の営業運転開始に向け建設

工事を進めた．この工事のうち，放水路ボックスカルバートは他社既設重要構造物であり稼働中のケーブルダクト下

を交差して設置する計画であった．そのため，このケーブルダクトに変位等の影響を与えない仮設計画を検討の上，

施工を行う必要があった．本稿ではその概要について報告する． 

概要

放水路施工時のケーブルダクト直接基礎部の沈下および水平変位を防止すること，ならびにケーブルダクトの損傷

を防止するために次の対策を行って工事を進めた． 

① ケーブルダクトの直接基礎部の沈下防止の観点から，吊り防護によりケーブルダクトを支持した．

② 受桁を配してダクト荷重を受け，受桁は土留め兼用の支持杭で支持する構造とした．

③ 掘削によって地盤の水平方向の受働抵抗が低下するため，ケーブルダクトの地震時の横滑り防止治具を設置した．

④ ケーブルダクトに変位が生じた場合は，ジャッキアップにより原形復旧可能な構造とした．

まとめ

各種計測を併用しながら施工を行った結果，変位，変状など構造物に影響を生じることなく安全に工事を終えるこ

とができた．また，ケーブルダクト部の放水路カルバートをプレキャスト構造とすることで，期日までに施工を終え

ることができた．  
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火力発電所新設工事における
重要構造物下部を交差する放水路の施工　
－上越火力発電所第１号機新設工事のうち
復水器冷却用水路他工事－
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